
島根半島で栽培されてきたアブラギリの紹介 

㈱藤井基礎設計事務所 基礎設計室 川本裕哉 

 樹木は主に建築用材、パルプ、チップとして利用されている。しかし国内で利用されてい

る樹木のうち、7割が外国産であり 3割は針葉樹のスギやヒノキが大半を占める。このため

樹木の利用方法を考慮するにあたり、国産材の利用を促進することを考慮する必要もある

が、合わせて広葉樹の利用方法を考えることは、樹木の新しい利用方法を考えるきっかけに

もなるうえ、身近な自然環境を再認識するきっかけにもなると考えられる。 

 本論文では、新しい樹木の利用方法を探るうえでかつて身近に利用されており、島根藩の

収入源となった歴史に残っている樹木の利用方法の例として、島根半島で栽培されてきた

アブラギリについて紹介する。 

 アブラギリはトウダイグサ科の落葉高木で、葉は互生でつき、乳状の樹液を持つ。トウダ

イグサ科の樹木は特に熱帯や亜熱帯の乾燥地に多い。樹木Ⅰによると、アブラギリは種子か

ら桐油を栽培するため西日本で広く栽培される。桐油は印刷のほか、家具や漆器などのつや

出し、防水などに用いられる。材は下駄や器具などに使われ、樹木は染料や皮なめしに利用

された。ドクエ（毒荏）という別名がある。これは荏油（シソ科のエゴマから採る油）に似

るが毒がある意味だと言われる。また近縁種であるナンヨウアブラギリは他の植物の生育

を阻害するという、アレロパシー活性があることが研究報告されているため、アブラギリに

おいても注目すべきであると考えられる。 

島根町誌の記述によると、島根町と油桐の関係として、江戸時代の明和四年（1767 年）

第七代松江藩主の松平治郷が藩の財政立て直しのために奨励したのが始まりである（島根

町誌 本編より）。桐油の採取だけでなく薪や下駄の材料としても利用され、冬期は最大の収

入源であった。年間を通して農家の収入の 6～7割を占めており、戦後、安価な輸入油の登

場まで、島根町民の生活を支えつづけた植物である。 

アブラギリは樹木の実を潰して桐油として利用されてきたこと、島根町民が桐油を精製

するための桐の実を拾った記憶が樹木の名前と一緒に覚えられている点が興味深い（島根

町公民館長より直接伺った）。 

 しかし、現在アブラギリを利用する者はおらず、以前存在した桐油の加工場も時代の変遷

とともに閉鎖されたため、かつて植栽されたアブラギリは長い間放置されたことにより高

木となり以前より広範囲に生育することとなったため、現在は邪魔者扱いされている。 

 このように以前は利用されていたが、現在あまり注目されていない樹木の種類とその利

用方法について学ぶことで、日本人が木の文化と密接に関わり今日まで生活してきた民族

であることを再認識した。樹木に限らずこれまで日本人が大切にした地域特有の知識、知恵

を見つめ直すことでデジタル化が進む現在、アナログの価値を見直す良い機会になるので

はないかと思われる。 

島根町誌の本編には以下のような興味深い記述がある。 
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昭和 35年ごろまでは山々に油木を植え、実が落ちる秋になりますと、彼岸までに、家内中

が弁当をもち、何日も山に入って、油木の下の草を刈り、雪が降るまでに実を拾って、納屋

につみこみました。中から種が出やすくなると、から臼でついて身を出し、乾燥させてから

俵につめて、油屋へ売りました。寒い冬の一番の現金収入だったのです。 

ハゼの実から生蠟（なまろう）や蝋燭（ろうそく）を作らせたのと同時期に油桐も取り扱う

ようになったといわれます。 
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油木の実からとった油を、「ごろた油」といって、そのころはおもに灯油（ともしあぶら）

として使われました。白壁、雨傘、油紙にも使われ、今は、印刷や建築などに使われていま

すが、ほとんどが、中国で作られた油が使われますので、国内では、つくられなくなりまし

た。油木も、下駄に使われた時があり、漆塗りの炭として、島根産はよろこばれましたが、

輸送費がかかって、期待できなくなりました。 
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